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46 急性膵炎　2日以内の造影CT撮影

  指標の意義
急性膵炎においては、診断、重症度判定のためCT検査を施行することが勧められている
重症急性膵炎は死亡率が高いため、重症例を早期に検出し適切に治療する必要がある。診断後直ちに重症度判定を行
い、入院後は経時的（特に48時間以内）に重症度判定を繰り返すことが推奨されている。厚生労働省急性膵炎重症度判
定基準2008では9つの予後因子と造影CTGradeと組み合わせて重症とされるもので、より致命率が高いとされる。

  指標の定義・算出方法
・必要データセット：DPC様式１、 EFファイル
・分子：分母のうち、入院日から2日以内にCTが施行された症例
・分母：急性膵炎で退院した症例
・分子÷分母　（単位：パーセント）
分母の定義
Ⅰ.	解析期間に退院した症例を対象とする
Ⅱ.	このうち、急性膵炎で入院した症例。
　入院の契機となった傷病名に下記のICD-10コードが該当すれば対象とする

ICD-10 コード 病名
K85 急性膵炎

分子の定義
Ⅰ.	�入院2日以内にCT検査を受けた症例
　EFファイルで 入院日または入院日翌日に下記のいずれかが請求されている症例

請求コード 手術名

170033410 ＣＴ撮影（６４列以上マルチスライス型機器）

170011810 ＣＴ撮影（１６列以上６４列未満マルチスライス型機器）

170028610 ＣＴ撮影（４列以上１６列未満マルチスライス型機器）

170011710 ＣＴ撮影（その他）

170034910 ＣＴ撮影（６４列以上マルチスライス型機器）（共同利用施設）

  測定上の限界・解釈上の注意
急性膵炎においては、診断あるいは重症度の判定のためにCTの施行が勧められている

  考察
最小値　71.43　25％値　80.82　中央値　87.50　75％値　92.72　最大値　100
回答病院　45

　前年と比べて大きな変化はありません。各病院の値は中央値付近に集まっています。実施率80％未満の病院は10病
院から7病院となり（症例なしを除く）一定の底上げが図られてきているようです。

  参考資料
急性膵炎診療ガイドライン2010
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